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白井市の双翅目昆虫

内 田 正 吉

1 は じめに

双翅目昆虫 (以下,双翅類とする)は,陸域のさまざまな環境に生′塩、している.生息環境が多

岐にわたつているため,人間の生活空間を生息場所としている種も一部には存在する,そのため

双翅類は,「ハエ」「アブ」「力」などといった名称の下に,衛生害虫としてのイメージが非常に

強く付与されてきた。しかしながら多様な環境に生息しているこの分類群の全体を見渡すなら,

衛生害虫と位置づけられる種はむしろきわめて少ないことに気づく,多 くの種は地域の自然環境

と強く結びついた種であると考えら,双翅類は地域の生態系において重要な役割を担っているこ

とが容易に想像される。地域の自然や生物多様性の重要性に対する認識が増している現在,双翅

類の存在を無視するこはできない。

ところが地域の双翅類相に関する情報の蓄積は,チョウ類や トンボ類などと比較するときわめ

て少ない。それは,双翅類は種数が膨大であり,同定困難な種がきわめて多いことによる。また,

特殊な環境に生ザ雹、する種や,成虫が 1年のうちのごく短期間 (た とえば約 10日 間だけ)に しか

出現しない種が存在していることも,地域の双翅類相を的確に把握することの困難さを助長させ

ている.

以上のような背景において,本調査は,自井市内にどのような双翅類の種が生癌、しているのか,

その昆虫相を明ら力斗こすることを大きな目的として実施された。

2方 法

調査は,2005年から2006年にかけて実施された,なお 2007年にも補足調査を実施した。こ

れら3年間において,2005年には折立と神々廻,2006年には名内と平塚と谷田,2007年には

谷田を,それぞれ重点的に調べた (表 1),重点的に調査した地域については,相観的に見た環境

(地形や植生)の相違によつて,い くつかの環境区分を設けた (表 2).

調査は,調査地域を任意に踏査し,見出された双翅類を捕虫網で補獲 した。草木植物が繁茂す

る植生においては,スイーピング (任意に網を振つて,中に入る昆虫を得る方法)に よる捕獲も

行つた.捕獲された双翅類は,酢酸エチルで処理した後に乾燥標本とし,後 日同定を行つた。

いずれの年においても,4月 から7月 にかけての期間に,比較的詳しい調査を実施した (双翅

類は一年のうちのどの季節においても何らかの種の成虫が見出されるので,本来ならば周年をと

おして調査が実施されることが望ましい).

なお,白井市の双翅類に関する文献記録は,見出すことができなかった.
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表1双翅類相の調査を実施した白井市内の地区名と調査実施年

(谷田地区に隣接している印西市武西の調査を含む)

地区名 緯度経度 2005勾F 2006客降 2007名卜

根 35° 79'N。 ,140° 04'E. O

復 35° 79'N.,140° 06'E. O

谷 田 35° 79'N。 ,140° 09'E. O ◎ ◎

折立 35° 80'N.,140° 04'E. ◎

神々廻 35° 80'N.,140° 07'E. ◎

名内 35° 82'N.,140° 05'E. ○ ◎

平塚 35° 83'N.,140° 07'E. O ◎

印西市武西 35° 79'N.,140° 10'E. ○

Oは調査の実施を示し,◎は重点的な調査の実施を示す。

表 2重点的に調査を実施した地域における環境区分

地区名 環境区分 環境 (地形や植生)の概要

折立
折立A 台地上の平坦地の樹林 .

折立 B 日当たりのよい場所に位置している谷津の湿地.

神々廻

神々廻A 周囲を樹林に囲まれた台地上の半自然草原 .

卒申々 廻 B 緩やかな傾斜地の樹林によつて周囲を囲まれているうつぺいした谷津.

ネ申々 廻 C 低地の水田地帯を流れる神崎川沿いの車地.

名 内

名内A 集落と樹林とが接している台地上の平坦地 .

名内 B 谷津に面した斜面林 .

名内 C 両側を樹林に囲まれた谷津.谷津の中央部は日当たりが良い

平塚

平塚 A 小森城跡付近の台地に接した低地の水田や林縁 ,

平塚 B 小森城跡付近の台地上の樹林 .

平塚 C 手賀沼 (下手賀沼)周 囲の低地で,水田,休耕田,水路,池畔が存在する。

谷 田

谷 田 A
国道 464北側の区域で,半自然草原,広い樹林,樹木に覆われた谷津,牛糞置き

場や牧車地が存在する。

谷 田 B
国道 464南側の区域で,開放水面や湿性草地のある谷津があり,台地上にはクリ

林や樹林が存在する。

3結 果

(1)記録された種のリス ト

2005年度の調査において,白井市から142種の双翅類が記録された,記録は次のように記した。

地名・環境区分 :記録個体数,年月日.採集者 [際本番制

地名は白井市を省略し,大字名を記した.環境区分は,表 2に基づく。これらの環境区分以外

における記録はそのつど,個別の環境を記した。記録個体数は基本的にすべて採集標本に基づく.

ただし,日 視において同定可能な一部の種 (ア メリカミズアブ・アオメアブ・シオャアブが該当)

では目撃記録も含めた。目撃の場合は,記録個体数にその旨を記した.年月日は年・月 '日 の順

に記した。採集者名は,次のようの略記した,田Vμ 森田孝恵,MU:内田正吉,標本番号は,本
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調査において得られた双翅類の標本に対して,筆者が便宜的に与えた番号である!それぞれの標

本のラベルに,本報告と同一の番号が付されている.標本は,2008年 11月 現在,筆者が保管し

ている,本報告における同定は,すべて筆者による.

学名および種の配列は基本的に,九州大学農学部昆虫学教室 。日本野生生物研究センパー

(1980に従つた。ただし,い くつかの分類群では,最新の知見を参考にした。

ガガンボ科 Tipuとdae

l.ベ ソ コ ウガ ガ ン ボ  9"9P/Pθ rp pictcnψ ヵ。っ PttθrrP?朋 んう絡 すrrrF Coq� llctt,1898

折立A'1♂,2CX15,6.7.MU硲8珂 .

2.ミ カドガガンボ 肋】οttrrα ″i脇あ wcS帥吼 187o

名内 B:1ど,2006.6.21,MU[135団 .谷田☆ 1ど,2006.6.20,MU[13391.

3.エゾホノガガンボ ミ藝 pゎ″α∞解た力β lLinnaclls,1758)

折立A3♀ ,2005,6.7.LTU ICJ82・ 6841,折立B11♀ ,2005.6.28.hIU[7571.

4.ミ$胞力″,ノωり″θrrr ttlexand嶋 1914)

折立A■♂,2005,6.7.MU 168団 ;1♂ j2005.6.28.MU[8641.神 々廻B■♂,2005.5,20.MU[5501,1♀ ,200566W田

16671樹林内のアズマネザサ群落より見出された.

5.ミ蝶 Ю掩報,力9〃印,Oostcrbrock‐,1985

折立Al♂ 3♀ ,2005,5.9,MU IF283・ 2861.神 廻々B:1♂ 1♀ ,2005.5,20.WIU〔 552・ 553]・

6.ミ宅Ⅲ 碗 取αμ ん ryS rC凹硼 c位,1898)

神々廻B:1♂,2005,5,20 MU[551〕 .

7,キイロホノガガンボ ミ導 胞効 yittα苫
'(COqullleL 1898)

折立Al l♂,2005.5,9,MU 12871i l♂ ,2005.6.28.WrU E863〕 ィ神々廻A:1♂ ,2005.5,3.NIUレ801,1♂ 2♀ ,2005.520.

MU 1458・ 4601,1♀ ,2005。 6.6.MU硲 06].神 廻々 B:1♂ ,2005,5.3.MU p551,4♂ ,2005.5.20.MU[546・ 5491`

8.マエキガガンポ 物 77rJ陶め″幻 ,9〃,筋 Alexand鈷 1914

折立A:1♂,2005,4.14.MU 186],1♂ ,2005,5.9.MUレ 881,1♂,2005.6.7,MU硲 8d.神々廻 B:1♂,200553,NrU

砂54],2♂ ,2CIC15,5,20.MU[537・ 5381,2♂,2005,66 MU硲64・ 66団,谷津などの湿地に面したうす暗い樹林内から見

出される傾向があつた。一応標記の種としたが,あるいは同亜属の別種であるかもしれない。

9.ヤチガガンボ ″ガα ttSSp】 9り ∫9rr働力AlcxandcL 1914

神々廻 C'2♂ 2♀ ,2005.5.20,WIU[417‐ 42tll.名 内 Ct lど,2006.5,25,WU[11781,平塚 B:2♀,2006.5.25,WIU[1213,

12191.

10,キ リウジガガンボ 駒躍rry静酪Fr9/1P″rry7,ηοAlcxand喝 1914

折立B:1♂,2005,4.14.MU[111〕 ,1♂ ,2005,5.9,MU[3691.神 廻々Ci l♂ ,2005.5,3,MU[209],1♂ ,2005.5.20,MU

14211,1♂ ,2005,6.6.MU b941.名 内Ci l?, 2006.4.4.MU[1003〕 ,1ど,2006.4.18,M田 [10411,1ど,2006.5.9MU

[10981,1ひ ,2006.5.9,TWI[1151],ld,2006.6.21,W田 [13591.平軋家A:3ど,2006.4.18,MU[1072・ 1074〕れど,2006.59,

TM[1224〕 ; 1ど,2006.5.25.TM [12041,平 塚C:2ど,2006.5,9.MU[1244, 12451; 1♂ 1?, 2006,6.21,WIU[1422,

1445〕

11,オオ キマ ダ ラ ヒメガガ ンポ ″ ″力rrrgr4● 働 少″力ratta)♂ッ翻奮θθパ Alcxalad蟷 1940

折立Al♂ 1♀ ,2005,6.7 MU[680,6811,折立B:1♀ ,2005 6 7 WIU〔 7541神 廻々B11♂ 1♀ ,2005,5,20 MU〔 528,

5291,1♀ ,2005.6.6,MU〔66d`名 内C:1ど,2006.59.MU[11071,1ど,2006.5,25,MU[1182].平 塚A:1ど,2006.5.25,

TM[12051;

12,キバ ラガガンボ カ翻 響力Fp D肋ヮ 盟れ,ど
pry wcsthV吼 1876)

名内C:2ど,2006.5,9.hCU[1104,1105],1ど ,2006.5,9,TM[11521,1ど,20065.25,MU[1181].

611



13.カ スリヒメガガンボ カカ
"叩

ねね a加盟孵ぬ三けヵ 伽,あ /texallcleL 1913

折立B11♀,2005,4.14 MU[1121,1♀ ,200559.MU[370〕 神 廻々B:1♂ ,2005.4,19 MU[160b l♂ ,20055,3.MU

12561神 々廻 Ci l♀ ,2005.5.3,MUレ 101名内A:Jど,200659,MU[1091〕 ;名 内 C:1ど,2006.44,hCU〔1004],1ご
i

2006.4.18.MU[104研 ;ユど,2006.5.9 MU[110FJl,17,2006.5,9.TM[115〔 珂̀平塚A:1ど,2006.418,MU「 107は 1■ ,

20065,9,剛   [1232].

14.セ ダ カ ガ ガ ン ボ  働 ″aW″ 拗 ュ卿 盟 古α6Tlede蜘 ,1828)

平塚C■ど,2006.6.21.MU[142制 .

ケバエ科 Bibio�dae

l.ト ゲ ナ ガ ア シ ブ トヶ バ ェ  Bibrο 臼菊辮 θ虎むH細ゥ ct hktRIlash,1960

折立B:1♀ ,2CX15,6.7.MU〔 711].本種の和名は,須島(2005)に従った。

2.ク ロアシボツケバエ Bibゎ ヵ,οPPart財すHが中etTakrdlashiラ 1960

ネ申々 廻 Ci 3♀,2005,4.19,MU[156‐ 1581,3♂ ,20055.3,MU 1217・ 21研 ,

3.ニセアンプトケパエ Dibヵ rttrroθ ,前pes Okada,1938

谷田A5ひ ,2007.3.23.MU[1462・ 14663.

4,メ スアカケバエ Bわ力乳かη病虫Dllda 193o

神 廻々 C:1♂ 1♀ ,2005.5,3.hfU 1220,221]・

5,ハグロクバエ Brb力 ぉ9ηあ胞説どCOqui脱比1898

神々廻 C:1♀ ,2005.5.3.MU 1222].

6.ヒ メセアカケバエ P94謗θャ練ュ岬 デη聯亀Cdcrxlanl■ 1830

ネ申々 廻 B:1♀ ,2005.5,3.MU 12591.

7.Praclty αぬasttα HaroyetTakah� ,19ω

折立B11♂ ,2005,6.7.MU 17101,

8,P19cカ カ歳 so"α Hardy et Takahashi,1960

折立A:1♀ ,20055,9,MU的601.

ミズアプ科 Stratiomyidao

l.エ プホノルジミズアプ 放渤町Je約9おiSrMattu14ura,1916)

神々廻 C:6♂ ,2005.5,3,MU 1224‐ 2291,

2.И′】9♂astty般狩胸 /pris PI弱睫,1926

神 廻々B12♀ ,2005,5.3 MU E26Q 2611.

3.И″と″鉢rry単ヮ孵″溶なMatsu■ばЪ1916

神々廻 C:1♂,2005.6.6.MU〔58d.

4.キスネハラキンミズアブ 筋GttЙぃ。ヵ翻晩崩おωttdema朗ら182o

折立B:1♂ ,2005,6.28,MU 17583.平塚 C:1ど,2006.6.21.MU[143朗 .標記個体 (♂)は腹部背面に緑青色の金属光

沢があることにより,筋crp》切,“曲 餘rri9で あると判断される.折立お(えび平塚において湿性草地より見出され

た。

5,キイロヨウカアプ Pr99ri9PIst a四 カ′Wr4k鴫 1854)

折立A:1♂,2005,6.7.�阿 168CJl,折立B:1♀,2005,67,NIU[7]51,

6.コ ウカアプ Pr9�∝訂
"め

/J/9/御恐軋 1849)

折立B:1♀ ,2005,6.7,MU[716].名 内C:lex,20(46.21 MU[1362].平塚A:lex.,2006.5.25,MU[11941,平 塚 Ci

lex,,2006.6.5,W阿 [12533.谷 田A:1ど,2006.6.20,MU[1304〕 .谷田B:1?,2006.5.29,hIU[15931
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7.ル リミズアプ 晟γ恕番炒 切t7/Pl的 BigOt,1879

折立A:1♀ ,2005。 11.1,MU 18921.折立B:2♀ ,2005.11.1.MU 1866・ 867〕

8.コ ガタミズアプ θあ廟9服メαBαおαぬ Wak鴫 1849

名内C:lex"2006.6.21.MU[1861].谷 田A lex,2006620,NIU[13031

9.ミ ズアプ 罰靱的″舛」ψa施
''Ian der Wulp,1885)

谷田(谷津の湿地に面した高茎草け :1♂ 1♀ ,2005,7.16.MU Ю48,9491.名 内C:1甑.,20066.21.MU[13601.平 塚

Ci lど ,2006.621,MU[1424].谷田注 lex.,2006.6.20.出 a」 [13021.

10,ア メリカミズアブ 〕陸翻9ヵ 加r″′雷eilmacus,1758)

根9申崎)||の上流域沌頭目撃,2005,10,2.�阿 [・ ],

11,ネ グロミズアブ Cttpeめ″じroFp94脚neK引鶴ろ1909

ネ申々 廻B:1♂,2005,5,20.MU[55FJl.磁 A!lox.,2006.5。 9,MU[1235];loxl,2006.5.25,MU[119団 .

ツリアプ利・ Bombylilclac

l,スキバツリアプ ン,〃″ivbαra cOqwⅡ ett 1898)

神々廻☆ 1♀ ,2005,9,12,MU 19561.

ツルギアプ科 Threvidae

l.ヤマトツルギアプ ),テκ″ぉ,rrrbFF9(CoquiICt 1898)

1申々延]☆ 5♂,2005.5,3,MU 1263‐ 2671.

2,ショウジツルギアプ Di,7i49EPrF説 9zii Nattto�  et Lytlcborg,1988

神々廻☆ 1♀ ,2005,5.3.MU r2681.4申 々廻A:2♀ ,2005.5,20.MU 1465,46d.

ムシヒキアブ科 盈 ilidae

l.チ ャイロオオイシアプ ゑ〃笏α和力軸 ,1887

平塚A:ld 2006.5.25。 MU[11931.谷 田☆ 1ど,2006.6.20,MU[1305]

2.ハラボツムシヒキ Diο cttα ρね鉾ヮィ励 9rP6・rd MatsunaurЪ  1916

折立本 1♂,2005,6.23.MU 17981.折立 Bl l♂ ,2CIC15.6,7.MU[712〕 ,1♀ ,2005.6.28,MU[7591.神 々廻Al♂
,

2005,5。20.MU 14671;ネ 申々 廻A:1♀ ,2005.6.6.LIU 16071.神 廻々B:1♀ ,2005,5,20,MU Ъ571,ネ申々 廻B11♀
,

2005,6.6.MU E628:,名 内A lexⅢ 2006.6.21.MU[1352].谷 田B:lexⅢ  2006.5,29.NXU[15921.

3.ア シナガムシヒキ 触窃力rtyripyrvP9raFθ,OigOt,1878)

谷田B11♀ ,2006.5,29.MU[159Cll.

4.サ ッポロアシナガムシヒキ 翔傷9うrattasl″οVが
'よ

徴rattllmur乳 1916)

折立B:1♀,2005,6,7.MU 17141.谷 田A!1ど,2006.5,29,MU〔 161団 ,19,2006,6.20,WIU[133創 .

5,″μ警漸9/学

谷田☆2ex.,2006.6.20.MU[1327,13281,体 長約 10.0・10.5mm,翅長約 45・4,3mm.体色は全体的に淡褐色を基調

としている.

6.アオメアプ C単滋ψ079訪力t77dig σabriCius,1794j

神々廻☆ 1頭目撃,2005,7.16`MU[・ ].復鮭成地の車原〉1♂ 目撃,2005,716.MU[・ 1.

7.シオヤアプ Pr9れ,"熔即 触ぉBigot,1887

神々廻Al♂目名 2005,7.16 MU[‐ ].神々廻 C:1♀ 日撃,2005.7.10,MU[‐ ].

8,マガリケムシヒキ 州あデrρ財阻s留評すric・pvる (熱、1858)

折立た 1♀ ,2005,6.7,MU「 69tjl.折立 B:1♀ ,2005.6,7,MU 171朗 ,1♀ ,2005.6.28 MU[7601.神々廻 Al l♂
,
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2005.5.20,MU[4681,1♂ ,2005.6,d MU〔 608].神 廻々 B珂 ♂,2005.5,20,blU[5581i l♀ ,2005.6.6.MU m2倒 .名 内

B1ld,2006.5.25,MU[1191〕 .名 内Ci 19,2006.5.9.側ril1381.平 塚A!17,2006525.MU「 1192].谷 田A:1ど ,

20()6.6.5.MU[12831.谷 剛B:19,2(Ю 6.5.29,MU[1591].

アシナガバエ科 Doli血opodidac

l,マ ダ ラ ア シ ナ ガ バ エ  ω 脇柳 鉢 rDJ/!が ,,あ 2`】Ottrd ttFamHalura,1935)

折立A:1♀ ,2005.6.28,MU 18001.折立B11♀,2005,6.28,NIU[77制 ,

本種の属名は,Bickel(1994)に よる (玉木長寿氏からのご教示による).

ハナアプ科 Syrpllidae

学名と配列は,双翅目談話会9002)に従つた。一部の種については,その後の最新の知見に基づいた,

1.ク ロ ヒ ラ タ ア プ ル 触切 れ郷 ∫ι盟 汀E4S碑tedemalln,1830)

折立☆ 1♂ 1♀ ,2005.6.28,刊 田 1817,818)折立A:1♀ ,2005.6.7.WIU硲 911.折立B:1♂ 1♀ ,2005.6.28.�阿 [761,

7621,1♀,2005.11.1.MU 18681.

2.ヨ コジマオオヒラタアプ DJ力ο,力s rrrtvs(coqui脱 比1898)

名内C:1♀ ,2006.4.18,MU[1057].

3.ホ ノヒラタアプ ゥ1瑚Й″∫うarrtjfrPrs(de敵,177o

折立A:1♀ ,2005,4,14,MU 1441,1♀ ,2005.5,9,MU 12941,1♀ ,2005,6.28.MU 181団 ;1♀ ,2005.11.1,MU 18931i l♀ ,

200511.30,切M[922]折立B:1♀ ,2005.4.14.MU[1311,2♀ ,2005.5,9,MU[361,3811,1♂ ,2005.6.7.MLJ m92,

7171,1♀ ,2005.6.28,MU〔 7631,1♂ 1♀ ,2005,11.1,MU〔869,8701,2♂ 1♀ ,2005,11,30,TM 1987・ 93CJl.4申々更里A:1

♀,2005.5.20,MU 147d.神 々廻 B11♀ ,2005.5,20,MU[56制 ,1♀ ,2005.6.6.MU硲 301.名 内 C:1?,2006.4.4,hCU

[10091,1ど 1♀ ,2006.5,9.MU[1116,1117],1ど ,2006.6.21.MU[1364],平 彰更A19,2006.4.18.MU[10801,19,

20065.25.MU[11961.平塚Ci l♀ ,2006.6.21,MU[1425].谷 田☆ 1?,2006.6.5,MU[1274];19,20“ .6.20,MU

[131d,1♂ 2♀ ,2007.3.23.MU[1450,1471,14851.谷 田 B11♀ ,2006.4.20,MU[15401,2♀ ,2006.5,22.MU[1582,

15881,1?,2006.5.29,MU[15971.

4.ナ ミホシヒラタアプ DrP♂ο力sp筋ぃ舅″りう夕じωrtrars condani,185り

折立☆ 1♂,2005.4,14,MU E4団 ,1♂,2005.5.9,MU 129団 ,1♂,2005,7,7.hIU 16931.折 立B:1♂ ,2005.5,9.� 阿

[3831.神 廻々A:1♂,2005.5.3.MUレ 701,1♂,2005.5.20,MU 1477].神 廻々Bl♀ ,200511,30,「 曲I〔94制 .名内C:

1ど,20C16.4.18,MU[10501.

5.フ タホシヒラタアプ 唖 ∽施ダ仲″狙/″りωttFテ館σabiCius,174動

折立Al l♀ ,2005.6.28,MU 18131.折立B:1♂ ,2005.5,9,MU 13821,1♂,2005,6.28.MU[7641.神 廻々A3♂
,

2005.5.20.MU 1473‐4751,

6.ク チグロヒラタアブ 盈潔∪呼加r,9ηω∫わ″,(Mぬ unばa,191め

折立A:3♂,20054,14.MU 146・ 481,1♂,2005.5,9,MU[2961.神々廻B11♂ ,2005.5,3,hIU[26朗 .

7ホ ノ ヒ メ ヒ ラ タ ア プ 勒 解 叩 称O�α
"π

碑 ′TOnapsoFL 1869)

折立 B:4♂ 1♀ ,2005.4.14,MU[132‐ 134,14Q 141];1♂ ,2005.59.hrU[384:,1♂,200567,MU 17181,1♀ ,

2005628.MU〔 7651;1♂,2005,11.1,MU「 871].神々廻A:1♀ ,2005.4,19,WIU[188],1♀ ,2005.5.3,MU i262〕 ;】 ♂1

♀,2005.5.20 MU 1480,4821i l♂ ,2005,6.6.MU“ 12〕 ,神々廻Bl♂,2005.5,20,MU“62〕 ;1♂,2005.6.6.MU

[660〕 .神々廻C:1♂,2005.5,3.MU 123研 ,1♂ ,2005.5.20,WFU[428〕 ,1♂ ,2005.6.6.hCU[5881.名 内C:Jど,2006.4.4.

MU[1007〕 ,1ど,2006.4.18,MU[1052)1ひ,2006.5.9,MU[113倒 11ひ 1♀ ,20()6.5.25.MU[1155,11561.平鞣 A,1■ ,

2006,4.13,MU[10791,平塚 C:1♂ 1?,20066.21,MU[1426,1432〕 .谷田B11ど 1♀,2006522 MU[1581,158倒 ,

8,キタヒメヒラタアプ SP/確砂 ″r′力′rprTr/Tμ∫(MeigelL 1822)
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折立A:1♂,2005,6.28`hTU〔 8211.折立Bl l♂ ,2005.4.14.MU[142〕 1♂,2005.519.WIU[36制 ;1♂ ,200516,7.Nft」

171釧 `神々廻A:1♂ ,20055.20,MU 1478〕 ;1♂ ,2005.6 6 MU 16131,神 廻々B:1♂,2005.66 MU 16311.名 内 Ci

lど,2006.5,25,MU[11571.平塚C:1ど ,20()6.6.5,MU[12571,1ど ,2006621,MU[14331.谷 田A:1ど,2∞66.5,MU

[1272〕 , 1ど,2006.6.20.� R113131.窄 1田 B: 1ど 1♀ ,2006.4.20,MU[1541, 1542〕 , 1ひ,2006 5 22 MU [15871, 1ど ,

2006.5.29.MU[15981.

9,キイロナミホシヒラタアプ MttVittε踏
'Tお

Mc18en。 1822

折立江 4♂ 4♀,2005.6.28,MU 1806‐ 812,814〕
`

10,ンマグロヨシボツハナアプ ИFFtpbπ∽ψデcrrriS CLoew9 1858)

折立A:2♂,2005,6.28.MU 1823,8241,1♂ ,2005,11.30.MU 19291.折立B4♂,2005.6.28,MU[767].谷田B■ 9,

2006.6.20,MU[134釧 ,

11.マグラコシボツハナアプ Bαθ∽潔v9カね胎あ修ち1852

折立A:1♀ ,2005.6.28,MU 182団 .

12.ア シブトヒラアシヒラタアプ PIGtte'鰍ダP伽″専務 Oh開,1980

名内Ci l?,2006.4.18,MU[1049].

13.キ ア シ マ メ ヒ ラ タ ア プ Яα叩 ∫ρ″ 卵 rbr肋″り /Pryttο翔修郷 Meigcn,1822

折立B:1♂ ,2005,6.7.MU[7201,1♂ ュ♀,2005.6.28.MU[770,7711,1♀ ,2005,11.1.MU〔872〕 ,4申 廻々A!1♂
,

2005.5.20,MU 14811,1♀ ,2005.6.6.MU 16141,神 廻々B:1♂,2005.6.6,MU 16321.神 廻々C11♂,2005.5,3.MU

鬱361,1♂ ,2005,5,20。 MU 14291,1♀ ,2005.6.6.MU t5901.名 内C:13,2006.4.4,MU[10081,1♀ ,2006.4.18,MU

[10511,19,2006.519.MU[11401,1♀ ,2006.5.25,MU[11591,1ど ,2006.6.21.MU[136創 .平彰貫A:1♀,2006.4.18.剛

〔10781.平塚 C12ど,2006.6.21,MU[1427,14341;谷 田Alど,2006.6.20。 MU[13141.谷 田B119,200GD 4 20,MU

[15431.

14,ノ ヒラマメ ヒラタアプ 角躍期悶 田α型塑

'T購

韓 Sd″郎 McABca,1822

折立B■♀,2005,6,7.MU〔72遭 .

15.スズキフタモンハナアブ 畏翔肋typ9カ,留〃解(SCOpoli,1763)

谷田B11ど,2006.4.20.MU[15443,

16.ク ロベッコウハナアプ rD/1Prtrrry力 rigri9pps CoquilletL 1898

谷田A:1♀,2006.6.20,MU[13061.

17.ヱカ漑肋ン脅pβ sp・

折立Al♂ ,2005.4.14.MU 14切 .

18.キ ムラコプコシボツチビハナアプ 氏螺 θ,,sp.

折立Al♀ ,2005,4.14.MU 1543.折立B12♂ 2♀ ,2005,4.14,MU[144‐ 147〕 ;折立B:1♀ ,2005,5,9,MU[3851.春 に

谷津などの湿地に出現する種である。従来,助 翻♭励 鍼いhti4 1990の学名があてられていたが,市毛Q000

により, 日本産は江cゅαとは別種であるとされた。学おの表記も,市毛0000に基づく,

19,聯Й9びn,sp.

折立た 1♂,2005.4,9.MU囲 .名 内C■ど,2006.4`18,MU[1055].和 田・田悟・玉木0000の 聯Й9ぎ4,μ∫rOSP力2硼
sp.と 同一種であると考えられる.折立においては谷津に近い樹林内の低木層付近から見出され,名 内においては谷

津の林縁付近から見出された。

20,カル マ イ ツ ヤ タマ ヒ ラ タ ア プ  9"棚 ω階 協 脇饉 e黙な仲 Iatsmaura,1916)

折立B12♂ ,2005.5。 9,MU[386,3871,名 内C:2ど,2006.5.9,MU〔1142,1143〕 .平塚Al lど 1♀ ,2006.5,O MU[1222,

12231,1ど ,2006.5.25。 MU[12081.春に現われる湿地性のハナアプである。やや開放的な湿地から見出される傾向が

あつた.5月 上旬から5月 中旬にかけての期間に見出された.

21.2″″?閉 sp.
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折立 A:2♂ ,2005.5,9,MU膨 97,2981.折立 B11♂,2005,6.7.MU〔722〕 .名 内 Ci lど,2006.5.9,MU[1141],1♂ ,

2006.5.25,MU〔 11601`マ ドヒラタアプの〒種である.マ ドヒラタアブ D″977が力〆棘αだである可能性が高いが,本

種にはよく似た種が存在するので,こ こでは同定を保留した.

22.カ ワムラモモプトハナアプ
"跡

ガ防 /rpry/P″ /tri Mattlllnwa,1916

F口西市武西■9,2006.4,11,MU[151団 .白井市谷田地区にほど近い場所にある林縁のチガヤ草原から見出された.一

般に多くないとされている種である.千葉の近隣地域においては埼玉県では毛呂山町 (玉木,1997),東京都では千

代田区皇居 (大原,2000),神 奈川県では津久井町 (鈴木,2006)か らの記録がある。

23.ホシメハナアプ Jrisrtvri9“ β狗″

"榜

,′″Prsp rprdryri9徴racqu�,1855)

谷田A:1ど 1♀ ,2006.6.5。 hIU[1275〕 ,谷田Al♀,2006.6.20,MU[1312].

24.シマハナアブ Enstα

'is ttseris・

Itts)C?肥αri9 Fabncius,

折立A:1♀ ,2005,11,30,硼C192制 .神 廻々Al♂,2005,4,19,MU[1901`神 廻々B4♀ ,2005,6.6.MU[6341.神 廻々

C:1♂ ,200566,MU 15911.名 内C!2ひ,2006.5.25,NIU[1162,11631.平 塚A:1ど,20065.25,MU[11981.谷 田A:1ど
,

20066.5。 W阿 [12771,1ど ,2006.6.20,hIU[13101,1ど ,2007.3.23,MU[1451],1ひ ,2006.5,29,MtJ[16081.谷田B49,

2006.4.20,MU[1568],1ど ,2006.5.22.�阿 [15791.

25、 キョウコシマハナアプ 》崩ariF ρttcPr7JrrJ″ヅちりめ,9 Kinばa,1986

折立B:1♂ 1♀ ,2005.6.7.MU[725,72d,

26.ナ ミハナアプ 多前97is・ 口おtaliけ 初Iv(Linllaeus,1758)

折立B11♂ ,2005.5,9,MU 1366」 .神 廻々Al♂,2005.5.20,MU 14861,神 廻々C:1♂ ,2005,5.3.MUレ 4団 ,名 内C:

13,2006.5.25,MU〔 11651.聴☆ 1♀,2006.5,25,MU.[12011,谷田A:1?,2006.6.5,hIU[12781,1ど ,2006.6.20 MU

[13081.谷 日B11♀ ,2006.5.29,MU[15941.

27.マガリモンハナアプ 魅 ittyiP ttη ttMeig鳴 1822)

折立B■♂,2005.4.14,MU[1491.

23.アシブ トハナアプ rr9駒

"rFPrd“

形狗力リ ジ轄αtt COquilett,1898

折立 A:1♂ ,2005,4,9,MU 14)1♂ ,2005.4.14,MU 1501,1♂ ,2005.5,9,MU 12991.折立 B11♂ ,2005,4.14,MU[1501,

1♀ ,2005.6,7,MU[7241.折 立僻面林の林縁)1♂,2005,4.14.MU[1541.神 々廻☆ 1♂,2005.4.19,MU[1891i l♂ ,

2005.5.20,MU 14831.神 々廻B11♂ ,2005.4.19,MU[1631,1♂ ,2005.66.MU 16331,名 内 Ci lひ,2006.4.4,MU

[1010〕 ,19,2006.4.18,MU[10561,ld,2006.5,9.MU[11271.平 塚燕 1ひ,2006.4.18.MU[10811,谷田Alど
,

2006.6.20,W阿 [13091,19,2007.3.23,MU[14701.谷 田B:1む,2006.4,20.MU〔 15451.

29.カ クモンハラブトハナアプ /tyrF9raぉぉガ盟Frs cSaCヽ 1927)

神々廻B12♂ ,2005.6.6.MU 163Q 6371,谷 田Alど,2006,6.20,MU[13111.谷 田B:1?,2006.5.29,MU[15951,1ど
,

2006.6.20,MU[13501.

30タカサゴハラブトハナアプ 強 lbrp七総 9g9醜酪 Matslmura9 1916

名内C11ど,2006.5.9,MU[11261.

31.A″♭′′οrα sp

名内 C:1♀ ,2006.5.9.MU[11251,い わゆるミケハラブ トハナアプ類の一種である.こ のグループは互いによく似た

複数の種が存在する.♀であるために種の同定はできていない.

32.シマアシブトハナアプ 醜 se淑妨悶/wiθtt OFtmmura,19o5)

折立B:1♂ ,2005.5,9.MU 13901.神々廻A11♀ ,2005.5.201 MU 14841,1♀ ,2005.6.6.MU[61団 ,1♂,2005.9,12,MU

1957]名 内C:1♀ ,2006.5.25,W阿 [1164〕 ,平塚A:19,2006.5。 25.hIU[1199].平 塚C■♀,2006.6.5,MU[12601,ユ ど,

2006.S,21,MU[14284.

33.オオハナアプ 2メ朗ヵヵ″ryrry σお西cills,1787)

神 廻々A:1♀ ,2005.6.6.MU硲 161,神 廻々B11♂ ,2005,6.6.MU 16351.谷田A■ど,2006.5,29,�田「16091,19,
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2006.6.5,MU[12791,1」 ,2006.6.20.MU〔13071,19,2007,3.23.WU[1452].各 地から広域的に見出される種である

が,今調査においては神々廻と谷田のみから記録された。

34.ルリハナアプ P5♂ゼvあθぉrtv″″がyrndis(cOquillc位 ,1898)

折立 B:2♂,2005,5,9,MU[364,36観 ;2♀ ,2005,6.7,MU〔 727,7281.神 廻々 A:1♀ ,2005.5,20 MU[48研 ,平塚 A:

1?,2∞ 6.5.9,MU[12363,19,2006.5,25,�町 [12001.

35.モモプ トチビハナアプ 勘噺αttensrLilnaclls,1758)

折立B4♂,2005.6.28,MUレ 68〕 ,谷 田A:1ど ,2006.6,5,ヽ 阿 [127創 ,19,2006.6,20,MU[131Ы .

36.ナ ミルジイロハラナガハナアプ 巧ん″tVPrfvデ
"誌

Shir讀,1968

折立点 1♂,2005.5.9,MU[300)1♂ ,2005,6.7.MU 1696〕 ,2♂ ,2005.6.28,MU 1826,3271,1♀ ,2005.11,1,MU 1894〕 ,

折立B11♀ ,2CX15.5,9,MU B91〕 ,1♂ J2005.6.7.hTU 17231,1♀ ,20056.28,MU[7691、 ネ申々 廻A:1♂ ,2005520,hIU

14871,神々廻B■♀,2005.5,3.MU[2631,

37.キンアジノスアプ ,И蝕朗肋Ivlrric・cP/P/S箭脱通,1930

神々廻Al♂,2005,5,20,MU 14881.

38,ア リノスアプ ル佐胞め的Ti7Poplじ溶Yanc,1915

神々廻A:1♀ ,2005.6.6.hCU硲 17].神々廻B12♀ 12005,6.6.MU 1638,639J.為 内Ci l♀,200fj 5 25.MU[11661,平

塚A49,2006.5,25,NrU[12021.従 来,「アリスアプ」の名が使用されていたが,大石(1996)イこよって「アリノスア

プ」と改称された。アリノスアプ類 (ア リスアプ類)は日本から15種ほどが知られており,い くつかの未記栽種が

残されている (寺山・丸山,2007).

39,コ プアリノスアプ 財伽翅餌″う?粗IItt Shirakl,1968

折立 B:1♀ j2005,6.7,MU[7291.本種の発見の意義については,考察で述べる。

メバエ科 ConOpidac

l.マ ダラメバエ 晦ψαう
“
∽筋侮諭阻Cus,1758)

折立 B■♂,2005,4,14,MU[15」 .

ナガズヤセバエ科 Ne�dac

l,ホ シ ア シ ナ ガ ヤ セ バ エ  .MPο 誠 渤 四 彎 印 7J似肋 弥 cCndcl,1913)

神々廻☆ 1♂,2005,4,19,MU[191J.平塚 B:la 2006.5,9.MU[12201.

フトモモホノバエ科 Megalllermidae

l・ クロフトモモホノバエ セ潮確ωtt Wak鴫 1856

折立 A:1♂ ,2005.6.7.MU 16981,1♀ ,2005.6.28.MU 18481,神 々廻 B:1♀ ,2005.6.6.MU 16411.名 内C11ど
,

2006.5,9.MU[11291.

ハネオレバエ科 Ps�dae

l.キアシクロハネオ レバエ ChメiZCSPF9滅力 酌αsa,1989

谷田 B:1♂,2006.4.20,MU[15481.体 長約 6.Omm,翅長約 4,3mm.頭部の頬は黒色 (ただ し複H艮に接 している部

分は褐色).胸部から腹部にかけては一様に黒色。ただし小楯板は黄褐色.翅は透明だが,前縁付近の翅端部は時色

を帯びる.上記の諸特徴から本個体は,Iwasa(1980による CЙy',知 Ψrc9/9rrFL7に 相当する.

2."Й α sp・

平塚 C■ひ,2006.5,9.MU[12491体長約5.4mm,翅 長約4.3mm.触角第3節の長さは,その基部の最大幅の約 10

倍ある.触角刺毛の長さは,触角第3節の長さの約 3/4倍.頭都は背面の大部分が黒色 (先端付近のみ黄褐色)で ,
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下半部は黄褐色.胸部から腹部にかけての腹面側は,一様に黄褐色。それに対し胸部から腹部にかけての背面側は,

暗褐色から黒色を呈する。ただし中胸背板は左右に大きな褐色紋があり,それらの紋に狭まれた正中部に 1本の黒色

の縦線が走る.Iwasa(1992)に おいては,本個体に該当する種は見出されなかった.

3.Pstt sp

平塚Alど ,2006.4.18,ヽ側 [10871.体長約5.51xlnl,翅 長約4.5mm.胸 淑;にはdc剛毛とsa岡 1毛はあり,n剛毛は認

められない。小楯板の剛毛は 1対.これらの特徴から木1団 体は,Iwasa(1991)におけるニンジンハネオレバエ Ps・ガρ

TPartshukaθ  Shatalkin,1986に 相当する.しかしながらIawasa(1991)におけるニンジンハネオレバエの記録は北

海道からのみである。したがつてここでは念のため,種賂の決定は保留する。本個体は騎玉県から記録されている

角 力い″rP/P9PSiワ Sp.(玉木,1997)と 同一種である可能′性もある.

ミバエ科 駒 )hntidae

学奉と配列は,末吉(2000)および末吉(2005)を 参考にした,

1.ヒ ラ ヤ マ ア ミメ ク ブ カ ミパ エ  働 叩 igl∝sa nir響期 αθ ttlatSIIIatra9 191o

平襲R C119,2006.5.9,MU[1251〕 .

2,ノ グシケブカミパエ b面預∫ο″》デ(Lilmacus,176り

折立B:1♀ ,2005.6.28,MU「 77rol.神 廻々Al l♀ ,2005.5,20.MU 14901.

3.ツマホシケブカミバエ TrtrP2Jθ FgrrJri9da ltO,1952

神 廻々Al♀ ,2005.6.6.MU 16183.

4.ツバキハマダラミバエ D″/94rty tta∞》卵 θ,″θJ/1tt α現 1949)

折立Al♂ 1♀ ,2005.6,28,MU 1828,8291,神 廻々 B:2♀ ,2005.4.19,MU[164,1651.

5,ム ラクモハマダラミバエ 駒″Я解筋い力tVr9》 Iα9翔
"1解

s∝黙 CZi乳 1937)

神々廻 B:1♂ ,2005.■ ,30.MU 19441.名 内管 津の湿地)1♀ ,2005.9,26,MU 19541.

6.ミ ス ジ ミバ エ Bame/1J愕 ね印脱協ヴ Sa″rF9rtr acndd,1912)

折立B11♂,2005.6.7.hIU[7301,神 廻々Al♂,2005,5,20.MU 14891,名 内B:la 2006.5,9.町 I[109d,名 内C:19,

2006.4,4.MU[1013,10141,19,2CIC16.4.13,MU〔 10611・ 平塚A:1♀,2006.4,4.MU[1031]   ;

7.ハルササハマダラミバエ 乃η♂sittИθηり甲留
'"鴎

惚 Ⅲ1919)

折立た 1♂2♀ ,2005.4.14,MU[55,107,1081,1♂ ,2005,5,9,MU〔3011.神 廻々B:1♂,2005,4,19,MU〔 1661.神 々

廻B:1♀ ,2005,5,20,MU b641.名内C:2ex"2006.4,18,MU[1059,10601,谷田B11♀ ,2006.4.11,MU[1509〕 .

8.イ ヌビワハマダラミパエ ИttacFrtrぁ ゼぉ,Ito,1952

折立 A:1♂,2005,6,7.MU 16971.平塚 B:3ex,,2006.5,25,MU[1209・ 12111.

9.フチモンハマダラミパエ 的 肋/10rrfヵstt ctO,1940

折立Bl♂ ,2CX15.6.28,MU[774〕 ,神 廻々B13♂,2005.5.20,MU[565・ 5671:1♀ ,2005,6.6.MU硲 401.

10,ミ ツボシハマダラミバエ PpttcPr"町りψoη

'9rd shirtti,1933

折立B:1♂ ,2CX15,6.7,MU[731].

ヤチバエ科 Sciomttidac

l.ヒ グナガヤチパエ 疵μあ打Ff4esctt Wledcm叫 1830

折立B:3ex,,2005,4.14,MU〔 135。 1371.名 内C:lex.,200644.MU[1012〕 ;名内C:lex,,2006.4.18.MU[106.2〕 ,lex,,

2006.5.9,MU[1144].

ベ ッコウノミエ科 Dlvol■■yzidac

l.ベ ンコウバエ D甲4)拗 斜,い鹿dCmanll,183②
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神 廻々B11♂ ,2005,5,20,MU〔 5771.

ツヤホンバエ不斗 Sepsidae

l・ ヒトテンツヤホノバエ Sepsisrp韓彎ミDLlda,1926

折立B11♂,2005,5,9 MU[392〕 1♂,2005.6.7.MU〔 756〕 .神々廻A:1♂ ,2005.520,MU脇 931.神 廻々C:3♂
,

2005.5,3,MUレ37・2391,3♂ ,200516 6 NrU“ 98‐ 6001.案 内 Ci 2ど ,2006.6.21.MU[1407,14081.本 種の学名は,

林 。篠永9000に従つた。

2,オスアカツヤホノバエ 坤ミ、,力οrtrr,徽 (Robincau‐ Dcsvoidy,183の

谷田☆ 1ひj2007,3,23.MU[162fDl.

3.キアシツヤホツパエ 働c�4osttsiSう
'∽

′併cWledem触41830)

谷田A2dl?,2007.3,23.MU[1617・ 16191,

シマバエ科 Ittllxarl■ ldae

l.シモフジシマパエ 励 2,θtrrr9 θIPpη鋭ズ(力q�llette,1890

谷田BI】 ex.,2006.6.20.MU[1351〕 .

2.局qg解攣Sssp.

谷田A4ex,,2007.3.23,MU[1622・ 1625].こ れらの個体は,玉木(199りによる 離9舒れ9Pstt sp・ 1に相当する.日 本産

の StoganolDsisは九州大学農学部長虫学教室・ 日本野生生物研究センター(1980に おいては未収録であつた。その

後,玉木(199の が埼玉県から 岳9解oPsls sp■ と S9♂〃が s sp.2の 2種の学名未決定の種を記録した。一方 ,

Sasakawa(1990は 局9g印呼dMv聰幣郷 Hellddを南西諸島より記録し,新種 討御 攣鶴 viTP9J9'"を 記載した (模

式産地は石垣島の Kainan)。 さらに Satakin(1990は ,2新種,すなわち 罰¢♂″9βね赦力∽ 及び 駁ぞ摯猾呼sis

yirψF9Prraをいずれも北九州のK℃amihagaを 模式産地として記載している.したがつて日本産の罰qgttψsisの種

は,現在少なくとも4「種」が知られていることになる。

3.ηpヵο解靭那 ψ.

名内 C:1ど,2006.4.4,MU[10151.

キモグリパエ君 CHoЮpidae

l・ トネヨシノメバエ 駒即綸う,9″rFodtrNartshuk,1976

神々廻 C:1♂ 1♀ ,2005.5.20。 MU 1434,4351,

本種は, 日本・国後島・ロシア沿海州・モンゴルから知られている,日 本においては,関東地方の低湿地からのみ記

録されている(陥lmiya,198の .

2.ヒ メヨシノメパエ はpttα里海rrSむ Loelv9 1 858

ネ申々 廻 C:1♀ ,2005,5.20,MU 14573.

EFA県からは,佐原や佐倉からの記録があるは五皿サa,1982).

ヒグプトコバエ科 Cryptoclletitlae

l,ク ロ メマ トイ  9〃 ゎ訪 9rPr″ 伽 ″ノ拷W唖

'″

物堅
"9PT∫

θ Crokuaga,1943)

折立A:1♀ ,2005.4.9,MU間 ,1♀ ,2005.4,14.A/1U i5d.

フンバエ科 Sttthophagidae

l.ヒ メフンバエ 勘 議ψ力rgrr∫セP・c・o/riP←intacIIs,1758)

折立B:二♂,2005.4.ユ 4,MU[15r21,谷田A:1ど,2007.3.23 MU[14671.谷 田B:1ひ,2006.4.20,MU[155J〕 ;
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イエバエ科 Muscidae

l,モモグロオオイエバェ ぬ o猾α粗群SttS(L∝ゝ 1858)

折立A:1♂ ,2005.4,9,MU p9〕 ,1♂,20055.9,MU b241,1♂ ,2005.6.7 NIU[701〕 ,1♂ ,2005,6.28.MU 1851〕 ,2♂
,

200511,1.MU 1896,8971,1♂ ,2005,11,30,町 正〔9241.折立B12♂ ,2005.5.9,MU 140■ 4061;1♂ ,2005.6、 7,MU

[7361,3♂,2005,6.23.MU 1780・ 782〕;1♂,2005,■,1,NrU[8771,4♂ ,2005.11,30,「融【1932・ 93団 ,神 廻々A:1♂
,

2005`11,30.MU〔 9401.神々廻Bl♂,2005.5.20,MU脇81],1♂ ,2005.6.6.MU 16431,2♂ ,200511,30.ImI D41,

94F23.

2,カ ガハナゲバエ Ы仇述∝事abibax 9脇dCmamL 1830)

功ド猛A:3♀ ,2005,4,9.hfU B2・ 34];2♀ ,2005.4.14.MU 174,7Ы ,1♀ ,2005,11.1,MU 189研 ;1♂ 1♀,2005,11.30,hIU

1930,931].折立B12♂ ,2005,11.1.MU 1875,87d,神 々廻B:1♀,2005.5,20.MU[5801,1♂ ,2005,11,1,MU 192』 ,

名内B:le,2006.4,18,MU〔10351,

3.ト ウヨウカトリバEE L,ψ♂9/i9η rry/isれにdcln4孤41824

折立B:5♂ ,2005.5,9,MU〔396‐4001.

4.ヘ リグロハナレメイエバエ 0′粉,す,こ務rarrv(Meigcn,182o

折立B:1♀ ,2CX15.11.1,MU 1874].神 々廻A:1♂,2005,520,MU[50』 .

クロバエ科  Callipllondac

l.ケブカ クロバエ И崩花力ヵ,コη力,加F CAldricla,193の

神々廻 B4♂,2005.5,3,MU 12651,1♂ ,2005,11.30,Wtt 19471,神 々廻俗 地の樹榊 :1♂ ,2005.6.6.MU 10J6研

本種は晩秋から翌春にかけて,平野部の樹林の陽だまりなどでよく見られる。今回の調査では,6月 上旬にも神々廻

から記録された (日 のほとんど差し込まない樹林内において,林床付近から見出された).

2.オオクロバエ 働,Iψあ耀 r/4θΨ ttω Fprty COwinct 1898

折立Al♂,2005,4,9.MU檸ユ],2♂ ,200514.14.MU 182,831i l♂ ,2005.5,9.MU E3251,2♂ ,2005,11.1,MU 1899,

9001,折立A,1♀ ,2005.■,30,TM 19251.名 内Ci lど,2006.4.4,MU[lo201.谷 田A2ど,2007.3.23.LIU[1484,14881.

谷田Bl l?,200S,4,11,MU〔15103;1ひ,2006.4.20,M田 [15611.

3,ミ ヤマキンバエ れが′力即解"的
Macquat 1843

折立A:1♂ ,2005.6.28.MU 186朗 ,折立B12♂ ,2005,11.1,NIU 1880,881].名内 Cilど,2006.59.MU[11341,1ど ,

2006.5.25,MU[117創 ・平塚☆1?,2006.5,25.TM[120観 .谷田Ai lひ ,2006.6.5.MU[12981,1♂ 19,2006.6.20,NIU

〔1324,132Fol.

4.ヒ ロズキンバエ LEttr'α stJrirrrrtv Mcigc■ 1826

名内 C:1ど,2006.6.21.MU[13701.

5,コ ガネキンバエ L/cili2 9叩 1ねcぞα V11lenellv皓 1922

折立 A:2♂,2005,5,9,MU:32a3301.神 々廻 A:1♂,2005.5.20.MU[5271,

6.キ ンバエ ニ′,ria tlty9S9/Limactls,1758

折立 A:3♂ ,2005,5.9,MU〔 326・3281,3♂ ,2005,6.7.MU[705・ 7071,1♂,2005.6.28.MU 18611.折 立 B11♂
,

2005.■ ,1.MU 1882].神々廻A:2♂,2005.4、 19.MU[195,196].神々廻 B11♂,2005.5.20,MU脇 821,1♂,2005.66

MU 164団 ,1♂,2005,■ .30,MU 19451,名 内 Ci lど ,2006.5,9,MLJ〔 113研 ;】ど,2006.5.25.MU[11741.谷 田B(2ご
1

2006.4.20,MU〔 1558,155tJl,

7.ミ ドリキンバエ みrfrFiP川閣rril・ Mcige■ 1826

神々廻 C:1♂,2005.6.6.MU「592〕 平塚 Ci 2♀,2006.6.5,MU[1261,1262];1ど ,2096.621,MU[14481.

8,フ タオクロバエ 角露爾韓y騨露妙 疵巧瘤務Rohden(lorl 1931
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折立注 5♂ ,2CX15.4.14.MIJ[77・ 81]・ 神々廻B:1♂ ,2005,11.30.出1田 194Cal,名 内C:1ど,200644,MU[101tDl.

9.ホホグロオビキンバエ 釣 彎wμ力 お CWalke■ 1859

折立A:1♂,2005.11.1,MU Ю01],名 内C:1ど,2006.5,25,MU[11721.

10,ツマグロキンバエ 散″″初″力,9bwをrryぃ胞dcn4盛41830)

折立 Al l♀ ,2005,6.28.MU 18521.折 立 B11♂ 1♀ ,2005.5、9.MU〔367,40司;1♀ ,2005,67,MU 17371;2♀
,

2005,11.1,MU 1878,8791.神 廻々 C:1♀ ,2005.5,20 MU 14481.平 塚 C:19,2006.5.9.MU F1252〕 .谷田A:1?,

2006.6.5.Ⅳ口」[1295],19,2007.323.MU[1456]・

ニクバエ科 SarcO1311agidae

学名 (属名)は,古田・村山9000に従つた。

1・ ホンシュウホノニクバエ &滅υ″ ヵο溶カタθ暦なRolldcndtti 1962

名内(谷津の湿妙 11♂ ,2005.9.26.MU 1952].

2ヨ ニ クパ エ 駒 瓶

"pgF ttOtte適
→ 甍Pが触 GolldclldO� 1937)

折立B4♂ ,2005,5,9,MU Ю781.神 廻々C11♂ ,2005.5.3,MU 1252〕 .

3.ホ リニクバエ 艶約かαtt ρじrri♂ri92,"り わ/ii Kano,1953

折立Al♂,2∞ 5.6.7,MU 17081,2♂ ,2005,6.28.MU 1853,854〕 .名 内C:1ど,2006.6.21.MU[13681.

4.フ ィー ル ドニ クバ エ 駒 触ηね ♂ rB9加 tJri19″ 肋 υ
"IS9ra Bar甑

叫 1939

ネ申々 廻 Bl l♂ ,2005.5,3,MU 126d,2♂ ,2005.6.61 MU 1647,6481,

5.ク ロニクバエ 醜削》αtt ρ″励 9rigctJJ即 ″
"arJb・

coladen詭咀 1937)

折立Al♂,2∞ 5.5,9,MU[31J.

6.シリグロニクバェ 肋効 ♂仲財θΨね切り″θrIIP″瘤Mcigc4 1826

神々廻B:1♂,2005,4,19,haU[17朗 ,神々廻 Ci l♂ ,2005,5.3.MUレ 51〕 ,名 内C11ど,2006.6.21,MtJ[13671.

7.ク サニクパエ 肋腐Ψ虎竪平Llθ∫βη ″釦砂力aψtt Pandel塩 1896

神々廻 Bl♂,200516.6,MU 16461.

8.ツシマニクパエ 晟腿彎疵vga r2j,cs螂ワ 働げ力,″99(S赫 ヽヽ血te,1924)

折立B:3♂,2005.5,9,MU 1375・3771,1♂ ,2005,6,7,MU 17393,7♂,2005,6.28,MU[783・ 78齢 2♂ ,2005,■ .1,MU

1885,8861;神 廻々A:1♂,2005.4.19,MU〔 1991.神 廻々B11♂,200514.19`LIU[171〕 .名 内C:1ど,2006.4.4.MU

[10231.

9,ナ ミニクパエ 駒撤ヵ堕留 伊anttrrtisてり ,″,胎 M釦嗚 1876

折立 B12♂,2005,5.9,MU腱 73,3741,1♂ ,2005。 11,1.MU 18841.ネ申々 廻 A:1♂ ,2005.5.20,MU“ 141,名 内 Ci lど
,

2006.4,18,MU[10651,1乱 2006.5.25。 MU[11751,1ひ,20066.21.MU[13691.平 塚Cild 2006.6.5.LIU[12691,ld

2006.6,21.MU[1449]・ 谷田た1ど,2006.5,29.MU[161創 ,谷田B11ど 12006.5,22,MU〔 1583〕 ,13,2006.5.22,MU

[1584].

10,ゲンロクニクバエ 肋陶叩竹♂ 口αttα彎 独望 ,pFbメ壁

「

Mclgcn7 1826

折立B12♂,2005.5,9.MU B71,3721.

11.キー ガ ンニ クバ エ 駒殆甲独 gF rP/,I協冷笠切 膨qgttF ttano tt Sh� ollaga,1964)

神々廻☆ 1♂,2005.5,20,MU 151倒 .神々廻Bl♂,2005,5.20,MU〔 58朗 ,

12.エ プニクバェ 肋如 PttFFtrPr/Pり ∫崩οr9,力″,601adendσ鳥1938)

折立B:1♂,2005.5。 9,MU B791,1♂,2005.6,7,MU f7401.神 々廻B:2♂ ,2005.6.6.MU E6491 6501.神 々廻 Ci l♂ 1

2CX15.5,20。 MU 14491.名 内 Cl lど,2006.5.9,MU[113d.平塚嵐 1♂,2006.5,9.MU[124団 .

13.ト リ オ ニ ク パ エ 働 陶 ψ 加 ♂ rPs9′ rFo:むぉo印劣 り Ch�価】a(QRIO,1952)

4申 廻々C:3♂ ,2005.5,3 MU 1248‐ 2501,平塚Ci lど,2006.6.5 MU[12671.
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14,ハクサ ンニ クパ エ 肋 躍攣 力q留 戸肱ω″リ カβttd,ヵ,(HOri,1954)

谷田た 1ど,2006,6.5,MU[12991.体 長約 16.Omm,翅長約 11.Omm.♂交尾器及び腹部の斑紋のパターンより,標

記個体はハクサンニクバエと判断された.

ヤ ドノバエ科 Tacllillidao

l.マル ボ シ ヒ ラ タハ ナ バ エ  働閉 〃οttP7,カカど力加 rry einnacLIS,1758)

折立B:1♂ ,2005.5,9,MU[4071.神 廻々Al♀ ,2005.5.20.MU[52d名 内Ci lex.,2006.525 MU[1177].谷 田A
lど,2CX16.6.5.WIU[13001,

2,Gち″P9呼金う。rbαttVdlencuve,1915

折立睡 のやれ :1♂,2005.6.28,MU 1865].谷 田俗津の湿地に面した高墓草り :1♂ ,2005,716,MU〔9開].

(2)環境区分別にみた記録種の概要

1)折立 A

折立の樹林においては,ベッコウガガンボ・マダラコンボハナアブ・ツマグロコンボノハナア

ブ・クロニクバエなどが特徴的に記録されている。これ らの種はいずれも樹林環境に依存してい

ると考えられる種である。

2)折立 B

折立の湿地では,キムラコブコシボノチビハナアブ・カルマイツヤタマヒラタアブ・マガリモ

ンハナアブなどのハナアブ類が特徴的に記録 された。これ らの種はいずれも,湿地性の種である。

また,キスネハラキンミズアブも湿地性の種である可能性がある.本種は国内においては九州か

らのみ知られていたが,近年に京都の本潮 ||の 「河岸のアンを主体にした広い草地の周辺で」で

採集された (大石,2000),今 回の調査においては,谷津の湿地において採集されている。

3)神々廻 A

神々廻の半自然草原においては,ヤマ トツルギアブ 'シ ョウジツルギアブ・キンアリノスアブ

が特徴的に記録されている。ヤマ トツルギアブは砂地,シ ョウジツアレギアブやキンアリノスアブ

は開放的な樹林や林縁に生J自、する傾向がある。これらの種は,裸地や車地を伴う比較的乾燥した

環境に生息する点で共通している。また,湿地性のルリハナアブやシマアシブ トハナアブも記録

された。これら湿地性の種は,周囲の湿地からこの草原へ飛来し,訪花しているものと考えられる。

4)神々廻 B

神々廻の弁天池上流側の谷津では,紺林に囲まれたような湿地に生息するカクモンハラブ トハ

ナアプや,樹林性のベッコウバエなどが記録された,ホ ノガガンボ属 Nepllrotomaの 4種が林内

の草本層から見出されたことや,広葉樹林に生′自、するミバエ類が比較的多く記録されたことも,

特徴的である。

5)神々廻 C

神々廻の神崎)|1沿 いの草地では,ヤチガガンボ・クロアシホノケバエ・エゾホノルリミズアブ

などが特徴的に記録されている。これらの種は必ずしも開放的な車原に依存している可能性は低

いが,双翅類にとつてここは他の環境区分とは異なる生′自、場所であることが示された。また,ヨ

ンとの結びつきの強い トネヨンノメバエやヒメヨシノメバエも,こ こからのみ記録されている.



6)名 内A

名内の台地上では,調査した範囲が狭かつたこともあり,特筆すべき種は確認されていない .

7)名 内 B

名内の斜面林も調査した範囲が狭かったが,こ こから記録された特徴的な種としてはミカ ドガ

ガンボを挙げることができる。本種は樹林に囲まれたような場所の湿地から見出される巨大な昆

虫である。

8)名内C

名内の湿地では,キ リウジガガンボ,キバラガガンボ,コ ガタミズアブ, ミズアブ,アシブ ト

ヒラアシヒラタアブ,彰力9♂豫a Sp.カルマイツヤタマヒラタアブなどが記録されている.これら

はいずれも湿地に依存する種であると考えられる。この環境区分においてはハルササハマダラミ

バエやオオクロバエ,ミ ヤマキンバエなどの樹林性の種も記録されているが,これらは谷津が斜

面林の林縁部に接した付近から見出されたものである。

9)平塚 A

小森城跡付近の低地に位置する場所では,カルマイツヤタマヒラタアブやルリハナアブ,エブ

ニクバエが記録されている。これらは湿性草地から見出される傾向の強い種である。しかしなが

らここには水田が広く存在している割には,見出された湿地性の種は予想外に少なかつた。なお ,

隣接する台地の樹林の林縁からは,チャイロオオインアブが記録された。本種は大型のムシヒキ

アブ類であり,一般に広く樹林が残されている地域の林縁付近から見出される傾向が強い。河ヽ森

城跡付近の台地の樹林に生癌、しているものと考えられる
`

10)平塚 B

台地上の小森城跡付近の樹林では,イ ヌビワハマダラミバエなどが記録されている。樹林が広

く残されている割には,見出された双翅類の種数は少なかつた。

11)平塚 C

手賀沼 (下手賀沼)周囲の低地からは,セダカガガンボ,キスネハラキンミズアブ,ミ ズアブ,

ヒラヤマアミメケブカミパエ,ミ ドリキンバエなどが記録された,セダカガガンボはイネが栽培

されている水田から見出されることの多い種である。キスネハラキンミズアブは,前述のように

湿地に生息する種である可能性がある。ミズアブも湿地性である。ヒラヤマアミメケブカミバエ

やミドリキンパエは,日 当たりの良い草地から見出される種である`なおここでは相観的に見た

景観に対して,見出された湿地性の種は予想以外に少なかった。

12)谷田A

国道 464号線より北に位置する谷田では,チヤイロオオイシアブやクロベッコウハナアブなど

大型の双翅類が記録されている.チャイロオオイシアブは前述のように広い樹林の林縁付近から

見出される傾向がある種である。クロベッコウハナアブは,幼虫がスズメバチ類の巣に生′自、する

ことが知られている.やはり広い樹林が残されている地域から見出される傾向が強い。一方ここ

では,メ スアカツヤホゾバエ,キアシツヤホノバエ,,9gρηpPIsな sP。 などの小形の種も特徴的に



見出された。これらの種は,車地から見出されている。なお,ハクサンニクバエと判断される大

型のニクバエも記録されている,ハクサンニクバエは一般的には少ないようであり,千葉県産の

ニクバエ類をまとめた加納・小林・河内 (1997)に は本種は収録されていない。ハクサンニクパ

エが谷田から見出されたことの意味は小さくないと考えられる。以上のようにここには,多様な

双翅類が生′自、していることが示唆される.広い樹林が残されていること,樹林に囲まれた草地が

あること,牛糞置き場を伴 う牧草地があることが,谷田Aの双翅類相を特徴付けているものと判

断される.

13)谷田 B

国道 464号線より北に位置する谷田では,ア シナガムシヒキやスズキフタモンハナアブが特徴

的に記録されている。これらは台地上から見出されている。ここには良好な谷津の湿地が残され

ているが,湿地性の種は予想外に少なかった。なお,谷田に隣接している印西市武西において,

台地上の車原からカワムラモモブ トハナアブが見出されている。この種が谷田地区にも生′自、して

いる可能性は高い。

14)環境区分別にみた由井市の双翅類の特徴

以上のことから白井市の双翅類相は,地域によつて相違があることが示された。それは,おお

よそ次のように要約することができよう。湿地性の種は,折立や名内に残されている谷津におい

て,比較的多くの種が生息している。神々廻の神崎川沿いにも,湿地性の種が特徴的に生息して

いる,樹林に関しては,谷田 (国道 464号線北側)において比較的多くの種が生息している。折

立にある樹林も,特徴的な種が生息している.草原に関しては,全体的に記録された種数は多く

ないものの,神々廻や谷田において,特徴的な種が生息していることが確かめられた。なお以上

のことは,2005年から2007年 というごく限られた期間の中の限られた日数において調査した結

果であるので (さ らには本報告に含むことのできなかった未同定種も少なくないので),今後さ

らに調査を進めることによって,市域の双翅類の全体像が,よ り具体的に浮かび上がってくるは

ずである.

4考 察

双翅類については,その全分類群を対象として地域のファウナの特徴を考察することは容易で

はない。なぜなら地域の双翅類相は,①調査の頻度と精度,お よび②同定の精度,の相違によつ

て得られる結果が大きく異なりうるからである。さらには,③当該種に関する分布情報や生態的

知見の有無,④種数の多さ,な ども地域のファウナを特徴付けることの困難さを助長 している.

周年をとおして多様な環境に多様な種が入れ替わり出現する双翅類をくまなく見出すことは不

可能に近い.さ らには,得られた個体がどの種であるのかを適確に同定することは,一般には容

易でない。分布域や生態的特性に関しても,知見が蓄積されている種はとても少ないのが現状で

ある。

以上のような背景があるため,こ こでは記録された双翅類全体ではなく,比較的知見が集積さ

れているハナアブ科のみを取り上げる。

ハナアブ科昆虫 (ハナアブ類)は,双翅類の中では比較的大型の種を含み,黄色と黒色のコン

トラス トの鮮やかな色彩をした種が多い。このため野外において目にしやすい昆虫類である.ハ

ナアブ類は,幼虫期における食性や生息環境の多様さなどの視点から,環境指標性が高い分類群

とされる (Sommagglo,1999;末吉ほか,2003).ま た成虫はさまざまな植物種へ訪花することが
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知られており,ハナアブはポジネーターとして地域の生態系において重要な役割を担っているも

のと考えられる。

今回の調査において白井市から記録されたハナアブ類の中には,特定の環境を強く指標 しうる

種や,生物地理的にみて興味深い種が含まれていた,3年間の調査において得られた知見を基に

して,市域から特徴的なハナアブ類が見出されたことの意義について,以下に述べる.

1)谷津の湿地におけるハナアブ類の特異性

折立や名内における谷津の湿地からは,いくつかの湿地性のハナアブ類が記録された。このう

ち,キムラコブコンボツチビハナアブ・カルマイツヤタマヒラタアブ 。マガリモンハナアブの 3

種については,希少性が高い種であると考えられ,分布域もある共通した特徴を有している。

キムラコブコシボツチビハナアブは,折立において 4月 中旬から5月 上旬に記録された.生息

が確認された環境は,谷津の湿地に面したクリ林の低茎草地であつた,埼玉県内における筆者の

経験では,本種は丘陵地の休耕化した谷津田付近から見出される傾向が強い。開放的な湿地では

なく,周囲を樹林に囲まれ,さ らに谷底にもヤナギ類などの灌木が生育し始めているような湿地

から見出される傾向がある。本種は従来,ロ シアの極東地方 (沿海州)から知られていた形ο郎oα

じο犯胎♂CMlltill,1990)と 同一種であると考えられていた (本札 1992),双翅目談話会 (2002)に

よると,茨城県および京都府から分布が知られている.他に,埼玉県 (玉木,1999)か らも記録

されている.

カメレマイツヤタマヒラタアブは,5月 上旬に記録された。千葉県では市川市 (内 田,2004)と
流山市 (田悟,2004)か ら既に記録されている。市川市では休耕田の湿性草地から記録されてい

る,流山市では,水田から記録されている。埼玉県おける筆者の経験では,低地における比較的

開放的な日当たりのよい湿地に生息する傾向があるように思われる.ハルジオン 。オオジシバ

リ。ノイバラヘの訪花の観察例がある (田悟,2004).双翅目談話会 優002)によると本種は,青
森・岩手・茨城・埼玉・新潟の各県から分布が知られている。前述のようにこのほか,千葉県に

おいて市川市と流山市から記録されている。東京都葛飾区水元からの記録もある (田悟,2004).

関東地方における既知の生息地はいずれも,平野部に位置している.千葉県や東京都が,現在知

られている本種の分布域の南限付近に位置している。少なくとも関東地方においては,低地に分

布 している湿地性のハナアブであると考えられる。

マガリモンハナアブは関東地方においては,茨城県 (市毛,2003)と 東京都 (大原,2000)か
らの記録がある。茨城県においては,潮来市・鉾田町・つくば市から記録があり,「県南部では,

比較的良好な湿地が残つている場所に見られるようである.」 とされている (石毛,2003),東 京

都では,皇居から記録されている。本種は,国内においては従来北海道から知られていた (九州

大学農学部昆虫学教室・ 日本野生生物研究センター,1989)が ,双翅目談話会 (200か によると

本州の青森・岩手・新潟の各県にも分布が知られている。国外においては,極東ロシアからヨー

ロッパ西都にかけて分布 している Ghtakel'b鴫,1988).千葉県は,国内における既知の分布域の

南限付近に位置している。

このようにキムラコブコンボツチビハナアブ・カメレマイツヤタマヒラタアブ・マガジモンハナ

アプの 3種はいずれも,種の分布域を考慮する限り,寒冷地性のハナアプであると考えられる.

そして少なくとも関東地方においては,平野部の湿地に強く結びついている。さらにこれらの種

はいずれも,4月 から5月 上旬にかけてのごく短い期間に成虫が記録されているのも共通した特

徴である。以上のほか,勲施grPPa sp.も 上記の種と同様の特性を有している可能性がある。

守山 (199の は,水田に生息する代表的な動物 (昆 虫類および両生類)の繁殖時期の特徴を整



理している。それによると (伝統的な作業スケジュールにおける)田植え期以前に水田で繁殖を

すませてしまう生物は,北方起源とされる。ムラコブコンボツチビハナアブ・カルマイツヤタマ

ヒラタアブ・マガリモンハナアブおよび彰′,9giIPIy sp.は ,水田になりうる谷津の湿地を生虐、場所

としていることはほぼ確実である。成虫が確認されたのが4月 から5月 上旬にかけてのごく短い

期間であることは,これらの種はその期間に繁殖することを示している。したがつてこれらのハ

ナアブ類も,守山(1997)に よつて提示された北方起源の一群に含まれると考えられ うる,

丸山ほかQ000は 白井市の近隣である佐倉市の昆虫相の特徴について,湿地性甲虫類 (特にゴ

ミムシ類)が多様性に富んでいることを示している。そして,その主たる生烏、場所としての水田

や休耕田の保全の必要性を指摘している。このことは,白井市における湿地性ハナアブ類につい

ても当てはまるであろう.

このような湿地性昆虫類の生息の場であつた谷津の湿地の多くは,都市化の進展とともに開発

の対象とされてきた。市域に現在残されているこれら湿地性ハナアブ類の生息地は,その歴史性

からみても重要な存在であると考えられる,

市内におけるこれら湿地性ハナアブ類の生息地が,今後もこれらの種の生息可能な湿地として

維持できるように保全される必要がある。そのためには,湿地性ハナアブ類の市内におけるより

詳しい分布調査が行なわれるとともに,訪花植物など生態的知見が蓄積されていくことが望まし

い.

2)コ ブアリノスアプの発見の意義

コブアリノスアブは,東京都世田谷区において 1934年に採集された 1♀ の標本をもとに,1968

年に記載された種である(Shraki,1960,そ の後本種の生息に関する情報はまつたく途絶えてい

たが,1985年に埼玉県において 2頭目の個体が採集された (内田,1989),そ の後は,埼玉県で

さらに 3個体 (玉木,1990玉木,1997)が記録され,神奈川県横浜市で 1個体 (久保,2000),

二重県で 1個体 (大石・蒔田,2002)が記録されているにすぎない。このほか双翅目談話会(2002)

には,1953年 6月 2日 に東京都世田谷区で採集された 1♂ l♀ が図示されている。おそらくこれ

らが,2008年 9月 現在で公表されている本種の分布情報のすべてである。他に筆者は,埼玉県

の比企丘陵 (比企郡滑川町)においてアカマツが優占する雑木林の林縁で 2♂ 1♀ を発見している

(未発表).

このようにコブアリノスアブは,本州からのみ知られている稀種である.関東地方南部に分布

情報が集中しており,このうち埼玉県からの記録がもつとも多い。本種の生′自、乗境は明らかにさ

れていないが,埼玉県における既知の記録からは,台地や丘陵地の比較的乾燥した場所の疎林の

ような植生を生息場所としている可能性が高い。大石・蒔田0002)が 指摘しているように,本種

は人里の環境に生′自、している種であろう。想定される本種の生息環境の選好性は,おそらく千葉

県においても共通しているものと考えられる (白井市で確認されたのは 1個体のみであり,それ

は雑木林に接 した湿地のスゲの一種の群落から見出された,おそらくこの個体は,雑木林で発生

したものであろうと推測される).

適度に管理された雑木林や半自然草原がパッチ状に存在していたであろうかつての市域の台

地には,コ ブアヅノスアブは決して稀ではなかつた可能性がある。おそらくは,開発による生′自、

地の消滅とともに,里山における植生管理の粗放化によつて生息地の減少が助長されてきた可能

性が高い。その意味では白井市から本種が発見された意義は大きい。分布情報の蓄積とともに,

選好するアリの種 (ア リノスアブ類は,幼虫がアリ類の巣中に生息する)が特定されれば,本種

の保全にもつながってゆくことになると思われる.



なおコブアリノスアブの生息情報は前述のように極めて断片的であり,生態に関するkrI見にも

乏しい。今回の調査で 2005年に折立において発見された個体から,本種の生態に関する次のよ

うな一つの推測が考えられるので,こ こに書き留めておきたい。

それは,こ の個体は,前述のように雑木林に接 した湿地のスグの一種の群落から見出されたと

いうことから示唆される推測である。その湿地は樹林に接しており,個体が発見された地点には

林縁部の広葉樹の枝葉が谷津に向かって張り出していた。

アジノスアブ類は一般的には,成虫の移動能力は低いと考えられる.成虫の発生期間もごく短

い。このような特徴は,コ ブアヅノスアブについても当てはまるであろう,と いうことは折立で

得られた個体は,発見された場所のごく付近で発生した可能性が高い。前述のように他地域にお

ける採集事例から,本種は乾燥した雑本林のような植生を好むと考えられる。そのような環境に

おいては,ア ジノスアブ類の生癌、環境 (ハ ビタット)と なりうるアジ類の営巣地は,地上だけで

はなく,樹上にも存在しうる。例えばミカ ドオオアリなど樹木の桔死部に営巣するオオアリ属の

種は, もちろん雑木林のような環境にも生,自、しうる,

折立の個体が樹林の林縁に接した湿地から見出されたということは,この個体は樹上から落下

したのもである可能性がある。このことからヨブアリノスアブは,樹上に営巣するアリ類の巣を,

幼虫の生息場所として用いている可能性が推測される.

本種が樹上のアリの巣に生息することを示唆しうる知見がある,埼玉県からの既知の 1♂ 3♀ の

うち,1♂ 2♀ はゆっくりと飛翔 している個体が得られたものである (玉木,1997)。 一般にアヅ

ノスアブ類は,業上などに静上している個体が見出される。飛翔するとしても,その距離は短く,

すぐに別の葉などにとまってしまう。ところがコブアジノスアブでは,飛翔中の個体が見出され

ている。このことからコブアリノスアブは,他のアリノスアブ類とは異なる空間に生′自、している

力、 異なる習性を有していることが示唆される.飛翔力はが弱いであろうが飛翔するということ

は,そのような行動を必要とする空間を生′自、場所としていることを示 している。つまり本種は,

樹上から他の樹木へと飛翔によつて移動している可能性がある。

このように考えると,他のアジノスアブ類に比べて本種の採集事例が極めて少ないということ

の一因が理解できそうである,つまり,樹上のアリ類の巣を生′自、場所としているために,成虫が

発見される機会が少ないのではないだろうか。そしてたまたま飛翔によつて移動中の個体が見出

されたり,地表付近に落下 (着地)した個体が見出されているのではないだろうか。コブアリノ

スアブの外部形態がアリノスアブ属の他種と比べて著しく異なつていることも,本種の生′自、場所

の特異性を示唆しているように考えられる。

もちろんここで述べたコブアリノスアブに関する考察は,ま つたく推測の域を出ていない。し

かしながら知見に乏しい本種の生態を少 しでも解明するためには,従来の枠にとらわれない多角

的な視点を持つことが大切であろう。
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